
おるすばん

おかあさんが、帰ってこられました。おもそうなふろしきづつ
みをおろすと、すぐだいどころの方へいかれます。
「たろうさん、よくおるすばんをしましたね、だれもきませんで
したか。」
さっそく、ゆうごはんの用意をさっるのでしょう。お米をとぐの
か、いきおいよく、水道の水のながれでる音がしています。
「さっき、電とうがいしゃの人が、メートルをみにきたの。」
「まあ、そう。それだけ。」
「それからね。さっき電話がね。」
たろうくんは、おかあさんをびっくりさせたくて、みけをひざか
らおろすと、おおいそぎで、だいどころにかけつけました。
「まあ、電話が・・・」
おかさんは、まだきものもきがえないで、たすきがけです。たろ
うくんが、とくいになってせつめいすると、
「たろうさんも、えらくなったのね。電話にでられるようになっ
たの、おとうさまにおみせしたかったわ。」
しんみりしたちょうしで、そういわれました。せんちにいって、
とうとう帰ってこなかったおとうさんのことを、たろうくんは、
よくおぼえています。
大きな手で、だっこもするように、いつもあたまをなでてくれ

たおとうさん、かみの毛がのびると、バリカンで、ゴリゴリかっ
てくれたおとうさん。
おとうさん、たろうは、おかあさんをおたすけして、しっかり

べんきょうします。そして、おとうさんにまけない、正しい人に
なります。
おとうさんがなくなられたあと、おかあさんが、どんなに苦労

をして、自分をそだてていてくださるか、たろうくんには、よく
わかっています。たろうくんが元気だと、おかあさんはよろこば
れます。おかあさんがよろこばれると、たろうくんはうれしくな
ります。
「みっちゃんは、病気だって。」
「いけないわねえ、きっとかぜよ。このごろは、よる、ずいぶん
ひえるから。」
たろうくんは、のどが渇いたので、お母さんから、お水をコップ
に１ぱい、いただきました。水道の水は、よくしょうどくしてあ
るので、そのままのんでも、からだをこわしません。まどのあか
りにすかしてみると、うっすら青い水が、コップにガラスごしに、



きらきら光っています。ひいやりとした、おいしい水でした。


